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宗吾車両基地拡充工事 工事概要について 

 

１．宗吾車両基地拡充工事の概要 

現在、京成本線京成酒々井駅～宗吾参道駅間にある宗吾車両工場は、列車を安全に走

行させるために、日々車両の整備や点検を行う安全・安定輸送の基盤を担う最重要施設とし

て位置付けていますが、築造から凡そ半世紀が経過し施設の老朽化が進んでいるとともに、

現工場を今後も使用し続けるためには、現行の耐震基準を満たしていない既存不適格な施

設でもあることから、補修工事だけではなく耐震補強工事も必要な状況となっておりました。 

一方で、2028年度末から予定されている成田空港の滑走路の新設・延伸など、空港施設

のさらなる機能強化に伴い、空港利用者も今後さらに増加していくことが見込まれており、空

港輸送を支える立場として、中長期的な当社線の輸送需要の増加に対応するべく車両工場

など含めてハード面の強化を推進していく必要があります。 

これらの事柄を踏まえて、耐震補強工事などにより現工場を延命化するのではなく、現工場

の南側に隣接した土地を新たに取得し、宗吾車両工場の移転・建替えを行うことで、宗吾車

両基地の拡充を実施するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新工場完成イメージ図 

新工場位置図 
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２．これまでの進捗と今後の予定 

・2019年 2月より用地取得の交渉を開始し、2024年 4月時点で 94％取得済 

・取得済用地のみ 2024年 1月から整地等の準備工事に着手 

・2029年 3月新工場完成（予定） 

    以 上 


